
第 17 回 日本ダウン症療育研究会 プログラム 

＊ 日 時 ： 2014年7月5日（土）午後1：00から（受付は午後12：30から開始）～事前予約不要～ 

＊ 場 所 ： 群馬県社会福祉総合センター（前橋市新前橋町13－12） ～別紙地図参照～ 

＊ 参加費 ： 研究会2,000円（会員は無料･当日入会も可能） 

＊ 会 長 ： 群馬県立小児医療センター遺伝科 鮫 島 希 代 子  

ｐｍ1：00～1：05 開 会 挨 拶              第17 回日本ダウン症療育研究会会長 鮫 島 希 代 子 

ｐｍ1：05～1：50  

 

 

第 1 部  一 般 演 題   座 長  東京逓信病院 小 野 正 恵（小児科医師）  

① 保育士との連携で行われた「ダウン症児の赤ちゃん体操」 

生後 6か月から保育園との連携で体操を行った事例紹介-   

金沢医科大学病院                  高 瀬 悦 子 (保健師)  

② ダウン症候群の子どもをもつ父親たちのグループ3年間の報告 ～父親たちの語り合いから～ 

     おぐちこどもクリニック               本  山  三 枝 子（赤ちゃん体操指導員） 

② 白血病治療中も赤ちゃん体操を継続した 2例 

  兵庫県立塚口病院                  池 川 敦 子（赤ちゃん体操指導員） 

ｐｍ1：50～3：10 

 

第 2 部  シ ン ポ ジ ウ ム   

座 長 兵庫県立こども発達支援センター 野 中 路 子（小児科医師） 

   群馬県立小児医療センターでの取り組み 

① ‐１ 早期支援のひとつ「あさがおの会」を開催することとは 

    群馬県立小児医療センター            宮  内 紀 代 美  （保健師） 

① ‐２ 「あさがおの会」の講義内容をふりかえる 

    群馬県立小児医療センター              南   侑  希  （作業療法士） 

① ‐３ 「ダウン症児の赤ちゃん体操」の輪を広げる「あさがおの会」 

   群馬県立小児医療センター              鮫 島 希 代 子（小児科医師） 

② 「ダウン症児の赤ちゃん体操」からダウン症児の行動パターンを考える 

  ～作業療法士の視点を用いて～ 

    群馬医療福祉大学                 北 爪 浩 美 （作業療法士） 

ｐｍ3：10～3：20 赤ちゃん体操指導員認定証授与式 

ｐｍ3：20～3：45 テ ィ ー ブ レ イ ク 

ｐｍ3：45～3：55 総    会 

ｐｍ3：55～4：55 
第 3 部 教 育 講 演  座 長 まつだこどもクリニック 松 田 幸 久（小児科医師） 

                 大阪医科大学      玉 井  浩 （小児科医師） 

ダウン症候群をもつ人に関わる方々と考えていきたいこと 

   いでんサポート・コンサルテーション オフィス  長 谷 川  知  子（小児科医師）          

ｐｍ4：55～5：00 閉 会 挨 拶                  日本ダウン症療育研究会会長  玉 井  浩 

 

＊日本小児科学会専門医研修 3単位認定 

＊臨床遺伝専門医研修    3単位認定 

＊認定遺伝カウンセラー   5単位認定 

 

第 18回研究会のお知らせ・一般演題募集 

日 時：2015年 1月 31日（土）午後 1時から 

場 所：大阪医科大学看護学部 講堂 

会 長：玉 井  浩（大阪医科大学） 

（演題申し込みは 10月末日まで事務局へ） 

日本ダウン症療育研究会事務局 

近畿大学医学部小児科学教室 篠 原  徹 

 

〒589－8511 大阪狭山市大野東 377－2 

TEL 072(366)0221 FAX 072(368)1566 

shinohara@kpcd.med.kindai.ac.jp 
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